
２．１ （株）Hug-Me／ライフデザイン・カバヤ（株） 

２．１．１ 建築物の仕様一覧 

 

診療所

千葉県八千代市

CLTパネル工法

2

8.94

6.75

1221.64

471.93

606.29

１階 468.07

２階 138.22

３階 -

壁

加工前製品量24.10㎥、建築物使用量22.40㎥

寸法 120mm厚

ラミナ構成 5層5プライ

強度区分 S60A

樹種 スギ

寸法 -

ラミナ構成 -

強度区分 -

樹種 -

寸法 -

ラミナ構成 -

強度区分 -

樹種 -

柱：欧州アカマツ集成材　梁：欧州アカマツ集成材

56.81㎥

屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(t=0.4)横葺き

外壁 塗り壁 軽量モルタル（厚20）＋エコ通気ラス下地

開口部 アルミ樹脂複合サッシ＋複層ガラス

界壁 ―

間仕切り壁 漆喰塗り　PB厚9.5㎜下地　一部CLT表しOSCL

床 タイル貼り　構造用合板厚12㎜下地

天井 ビニールクロス貼り　PB厚9.5㎜下地

ルート2

せん断金物＋引張金物、ドリフトピン接合

5.4m

構造的には極めてシンプルであるが、当初木造軸組み工法での基本計画であったため元々の耐
力壁配置ではCLT工法で成り立たたなかった。
対策としては高耐力壁にてバランスの良い壁配置に見直した。

その他地域

無

その他建築物

特になし

該当なし

特になし

屋根（又は天井） グラスウール10k　100㎜

外壁 グラスウール10k　100㎜

床 ビーズ法ポリスチレンフォーム 45mm

特になし

超短工期の建て方工事の必要性から、2工区に分け、それぞれ施工順に積載し納材を最適化、パ
ラレルに進めることとした。

特になし

住宅レベルの通期構法、防腐防蟻処理

2023年9月～10月（2カ月）

2023年12月～2024年6月（7ヵ月）

ＣＬＴ躯体施工期間 2024年1月29日～2月2日（5日間）

2024年6月末

株式会社 Hug₋Me

建築設計クレエ株式会社

ライフデザイン・カバヤ1級建築士事務所

株式会社木の住まい工房

銘建工業株式会社

銘建工業株式会社

事業名 はぐみの杜デンタルクリニック新築project

実施者（担当者） 株式会社 Hug₋Me(ライフデザイン・カバヤ株式会社）

建
築
物
の
概
要

用途

建設地

構造・工法

階数

高さ（ｍ）

軒高（ｍ）

敷地面積（㎡）

建築面積（㎡）

延べ面積（㎡）

階別面積

屋根パネル

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

構
造

構造計算ルート

接合方法

最大スパン

問題点・課題とその解決策

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位

ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、
仕上材等とし、CLT以外とする

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件

本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

温熱環境確保に関する課題と解決策

工
程

設計期間

施工期間

竣工年月日

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策

建て方における課題と解決策

劣化対策

給排水・電気配線設置上の工夫

主な断熱仕様
（断熱材の種
類・厚さ）

木
材

体
制

発注者

設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）

構造設計者

施工者

ＣＬＴ供給者

ラミナ供給者

温
熱

建築物省エネ法の該当有無



２．１．２ 実証事業概要 
実証事業名：はぐみの杜デンタルクリニック新築 project 

建築主等／協議会運営者：株式会社 Hug₋Me／ライフデザイン・カバヤ株式会社 

 
１．実証した建築物の概要 

用途 診療所 

建設地 千葉県八千代市 

構造・工法 CLTパネル工法 

階数 2 

高さ（ｍ） 8.94 軒高（ｍ） 6.75 

敷地面積（㎡） 1221.64 建築面積（㎡） 471.93 

階別面積

（㎡） 

１階 468.07 
延べ面積（㎡） 606.29 

２階 138.22 

CLT 採用部位 壁 

CLT 使用量（m3） 加工前製品量 25.10 m3、加工後建築物使用量 22.40 m3 

CLT を除く木材使用量（m3） 56.81 m3 

CLT の仕様 

（部位） （寸法 / ラミナ構成 / 強度区分 / 樹種） 

壁 120mm厚/5層 5プライ/Mx60A相当/スギ 

床・屋根 ― 

設計期間 2023年 9月～10月（2カ月） 

施工期間 2023年 12月～2024年 6月（8ヵ月） 

CLT 躯体施工期間 2024年 1月 29日～2月 2日（5日間） 

竣工年月日 2024年 6月末 

 
２．実証事業の目的と設定した課題 
目的：昨年 11 月の CLT に関する告示改正について CLT 建築にとってはかなり前向きな改

正となっているとのことだが、具体的なメリットがどこにどれだけあり、特に設計上、

コスト低減への影響については見えていない。当 project では告示改正前と後に跨り

設計することになり、CLT 耐力壁の量、構造金物の量、基礎のスペックを比較する

ことができる貴重な事例となり、今後の CLT 建築の指標となる。また医療施設を専

門とする設計事務所とのコラボは、医療施設への CLT の普及拡大のきっかけとなる。 
課題：・小さな診療室を多数抱える医療施設の構造プロトタイプの検証 

・構造計画上、施工上の改正告示のメリットの把握及び課題の抽出 
・建て方工期短縮のための対策 
・改正告示の設計者に分かりやすいポイントの整理 
・RC 造とのコスト比較、及び告示改正前と後のコスト比較 



３．協議会構成員 
（設計）建築設計クレエ㈱：栗本知一 
（構造設計）ライフデザイン・カバヤ㈱：平田 拓也、小宮秀則、藤本 和典（協議会運営者）

（施工）㈱木のすまい工房：阿久津 弘幸、杉山 勝哉 
    ライフデザイン・カバヤ㈱：朝賀 幸彦 
（材料）銘建工業㈱：西本 将晴 
（金物）BX カネシン㈱：中村 益久 
 
４．課題解決の方法と実施工程 

事業期間がかなり短期であるため、優先する課題として建て方工期の短縮対策を施工Ｗ

Ｇの設定とすることにより、工区の分割、適正な資材搬入、レッカー台数と位置、効率的な

適正人工割り出し等を検討した。 
告示改正前後の比較については当事業の構造計算を改正前の条件で再設計し、必要壁量、

必要構造金物量を割り出し図面に反映することで新旧の違いを明確にした。 
 

＜協議会の開催＞ 
令和 5 年 10 月 13 日：第 1 回開催、補助事業概要とスケジュール､工期短縮対策､設計検証 
令和 5 年 11 月 24 日：第 2 回開催、建築確認進捗確認、建て方日程確認 

令和 5 年 11 月 30 日：第 1 回施工 WG 開催、基礎施工の注意事項 
令和 5 年 12 月 8 日：第 2 回施工 WG 開催、建て方工期の検討 
令和 5 年 12 月 15 日：第 3 回施工 WG 開催、配筋の注意事項 
令和 5 年 12 月 21 日：第 4 回施工 WG 開催、建て方の工程の確定、パネル搬入確定 

令和 5 年 12 月 25 日：第 3 回開催、補助事業の 1 月、2 月のスケジュール確認 
令和 6 年 2 月 6 日：第 4 回開催、建て方の検証、実証事業の纏め討 
 
＜設計＞ 
令和 5 年 9 月：実施設計 
令和 5 年 9 月：構造設計 
令和 5 年 10 月：建築確認申請 ※審査機関の手違いで 1 カ月以上遅延 
令和 5 年 12 月：建築確認(12/11) 
 
＜施工＞ 
令和 5 年 9 月：工事契約(9/24) 
令和 5 年 12 月：着工、基礎工事(12/11) 
令和 6 年 1 月：木工事(1/29～) 
令和 6 年 2 月：外装工事 
令和 6 年 2 月：内装工事 



５．得られた実証データ等の詳細 
令和 4 年 11 月改正告示による設計、コストへの影響度を新旧比較することで確認した。 

 
                        ※壁長さ、材積は芯々寸法で比較 
 CLT 耐力壁長さへの影響度は 19％減程度、㎥数でも約 19％減程度で、コストに換算する

と約￥760,000－のインパクトあり。構造金物量への影響度は 32％減程度と大きく、コスト

に換算すると約￥500,000－のインパクトあり。基礎に対する影響度は当事業の構造システ

ム上、大きなインパクトは無かった。 
 
６．本実証により得られた成果 

当実証事業では CLT 壁に対する影響度の把握となったが、特に Ds 値とせん断応力割り

増しが軽減されたことが、具体的に耐力壁長さ、構造金物数、そしてコストという形で改正

告示の見える化ができた。CLT 耐力壁量が 14％低減されることで平面計画上のメリットあ

りといえる。また耐力壁量がそれほど多くない構法のため建設費総額に対するインパクト

は小さいが、CLT に係る構造部材費に対しては 4.5％のコストダウン効果といえる。CLT 建

築の普及拡大に向けて前向きな実証結果であるといえる。 
 
７．建築物の平面図・立面図・写真等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

 



２．１．３　成果物
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